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                法人の名称  ＮＰＯ法人 くるみ－来未 
 
 

１ 事業の成果 
    自閉症スペクトラム等の特性のある当事者と家族の地域生活を支えるべく、親子参

加型のイベントを 3 回行い、子供同士、あるいは親同士や支援者も含めて、多くの新
しいつながりを作り、深めることができた。今後も定期的かつ継続的にイベントを行
うことで、仲間同士のつながりを育てていきたい。 
 地域の中学校や特別支援学校において、教員向け研修会（講師として参加）を 3 回
実施し、親の立場から自閉症スペクトラム等の特性や親の思い、求める支援の在り方
について考えを深めることができた。12 月には法人で初めてとなる映画上映会（ぼく
はうみをみたくなりました）を実施し、障害のある当事者や家族を取り巻く課題につ
いて広く市民の方に理解を深めていただきつつ、支援の輪を広げることに尽力した。 

  もう一つの新しい取り組みとして、地域におけるおやこの会立ち上げサポートに繋
げるための活動として、5 月に座談会を行った。この座談会は、様々な年齢の子を持つ
親の立場から意見交換を行うことによるピアサポート活動（似たような環境にいる親
同士の支え合い）の側面もあり、今後も継続して実施していきたい。 

 
 
２ 事業内容 
 (1)特定非営利活動に係る事業 

① 自閉症スペクトラム当事者等のライフスキル・就労・成年後見に関する情報提供事業 
・内容  親子向けイベント・すくらむ協働事業（自閉症スペクトラムっ子

とパパ・ママのためのライフスキルアップ講座）を通して、自閉
症スペクトラムのある児童生徒および保護者向けにライフスキル
に関する情報提供を行った。 

・日時/場所 第 1 回: 6/21 11:00～14:00（七色そぼろ弁当づくり①/すくらむ 21） 

   第 2 回: 7/4  11:00～14:00（七色そぼろ弁当づくり②/すくらむ 21） 

   第 3 回: 7/12  11:00～14:00（七色そぼろ弁当づくり③/すくらむ 21） 

   第 4 回: 9/5  14:00～17:00（おやこでワッフルづくり/中原市民館） 

   第 5 回: 9/27 14:00～16:00（おこづかいセミナー/すくらむ 21） 

   第 6 回: 10/4 14:00～17:00（おこづかいゲーム①/すくらむ 21） 

   第 7 回: 10/18 14:00～17:00（おこづかいゲーム②/すくらむ 21） 

   第 8 回: 11/23 11:00～16:00（ｱｳﾄﾄﾞｱｸｯｷﾝｸﾞ/ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰ） 

   第 9 回: 3/27 14:00～17:00（おやこでﾋﾟﾀｺﾞﾗｽｲｯﾁづくり/中原市民館） 

・従事者人員 27 人（延べ人数） 
・対象者  126 人 
・費用額  199,146 円 

 
② 自閉症スペクトラム等に関する普及啓発事業 

・内容  自閉症スペクトラム等の特性や親の思い、求める支援の在り方に
ついて考えを深めるための研修会および啓発活動を行った（教員、
当事者の父親、市民向け） 

・日時/場所   第 1 回: 4/15 13:00～17:00（塚越中学校・研修会） 
    第 2 回: 7/17 13:00～17:00（今井中学校・研修会） 
    第 3 回: 7/27 18:30～21:00（中原養護学校・研修会） 
    第 4 回: 9/5 18:30～21:00（横浜市中部地域療育ｾﾝﾀｰ・父親向け経験交流会） 

    第 5 回: 12/23 14:00～16:30（ぼくはうみがみたくなりました上映会） 

※ 第 1/2/3 回は、中学校/特別支援学校の研修会に講師として参加 

※ 第 4 回は、療育ｾﾝﾀｰ主催の父親経験交流会に講師として参加 

※ 第 5 回は、法人主催の啓発映画上映会を実施 

・従事者人員  16 人（延べ人数） 
・対象者   教職員 100 名、保護者 35 名、一般市民 48 名 
・費用額   22,730 円 



 
③ 地域における「おやこの会」の活動支援事業 

・内容  おやこの会立ち上げサポート座談会およびピアサポート活動 
・日時/場所 5/17  14:00～16:30（カフェ・登戸駅徒歩 1 分） 
・従事者人員 4 人 
・対象者 当事者の保護者 5 人 
・費用額 6,000 円 

 
④ 自閉症スペクトラム児等を支援するための教材開発提供事業 
上記の事業は、昨年度に引き続き教員を対象にしたパワーポイント研修会を準備してい
たが、研修会実施が次年度に持ち越しとなったため、費用の発生には至らなかった。 








